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1. はじめに 

前報(その３)では，UHP-SHCCの調合および制振パネル

の形状に関する実験概要について報告した。本報(その

４)では，実験結果および考察について報告する。 

 

2. 実験結果および考察 

2.1 UHP-SHCCの調合が引張応力およびひずみ硬化特性に

及ぼす影響(実験1)  

図-1に，UHP-SHCCの引張応力とひずみの関係を示す。

図から分かるように，繊維の混入量が増加するほど，繊

維長が短くなるほどひずみ硬化は大きくなっている。こ

れは，繊維の混

入量が同一であ

れば，繊維長が

短いほど分散性

がよく，多数の

微細ひび割れが

発生することから，ひずみ硬化が大きくなることを示し

ている。したがって，制振パネルに用いる調合は，PE6-

20が適していると考えられる。 

2.2 制振パネルのせん断耐力試験(実験2) 

 図-2に，制振パネルのスケルトンカーブを示す。図か

ら分かるように，UHP-SHCCの制振パネルは，有孔鋼板と

比較して初期剛性と二次勾配は大きいものの，降伏荷重

は同程度となっている。藤田1)の研究結果を踏まえれば，

UHP-SHCCの制振パネルは架構に先行して塑性変形するも

のと考えられる。とくに，PE6-20-T10では，ひずみ硬化

特性がより顕著になるようで，履歴ループの面積は一層

大きくなっている。したがって，制振パネルの形状とし

ては，PE6-20-T10が適していると考えられる。また，変

位が±10mmの範囲では，履歴ループの面積も有孔鋼板と

比較して相当に大きくなっており，せん断変形角にして

1/9程度の変形能を示している。制振パネルのせん断変形

角が架構の層間変形角の約4倍になる1)ことを踏まえると，
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図-1 UHP-SHCCの引張応力とひずみの関係(実験1) 
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架構は層間変形角にして1/36程度の変形能を有すると考

えられる。 

2.3 制振システムの振動試験(実験3) 

図-3に，UHP-SHCCの制振パネルを用いた架構の加速度

応答倍率と入力振動数の関係を示す。弾性振動の曲線か

ら分かるように，架構には入力振動数10.2Hzで共鳴振動

が生じている。なお，制振パネルの弾塑性挙動は，ひず

みゲージの値によって確認している。 

架構に共鳴振動が生じる振動数10.2Hzを入力し振幅を

漸増した結果，図中の弾塑性振動に示したように，制振

パネルの塑性変形により加速度応答倍率は減少している。

制振パネルが塑性変形した加速度は，柱脚で約8m/s2，柱

頭で約18m/s2であった。また，柱脚のひずみゲージの値か

らは柱の降伏はみられず，制振パネルが有効に機能して

いることが確認できる。これは，架構に共鳴振動が生じ

る地震動が生じても，地震力が約800gal以下であれば

UHP-SHCCの制振パネルおよびそれを用いた架構は，降伏

には至らないことを示唆している。 

図-4に，各種の制振パネルを用いた架構の加速度応答

倍率と振動数比の関係を示す。図から分かるように，加

速度の減衰効果は，UHP-SHCCの制振パネルを用いた架構

が最も大きくなっている。したがって，UHP-SHCCの制振

パネルは，有孔鋼板と比較して，より優れたエネルギー

吸収能を有すると考えられる。 

 

3. まとめ 

本実験結果をまとめると，以下のようになる。 

1)制振パネルに用いるUHP-SHCCの調合は，ひずみ硬化の

大きいPE6-20が最も適している。 

2)制振パネルの形状は，ひずみ硬化特性がより顕著にな

るPE6-20-T10が最も適しており，架構の層間変形角と

して1/36程度の変形能を有する。 

3)UHP-SHCCの制振パネルおよび架構は，共鳴振動が生じ

る地震動が生じても，地震力が約800gal以下であれば

降伏には至らない。 

4)UHP-SHCCの制振パネルは，有孔鋼板と比較して，より

優れたエネルギー吸収能を有する。 
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図-4 各種の制振パネルを用いた架構の加速度応

答倍率と振動数比の関係(実験3) 
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図-2 制振パネルのスケルトンカーブ(実験2)

図-3 UHP-SHCCの制振パネルを用いた架構の加

速度応答倍率と入力振動数の関係(実験3)
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